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澤勝衛の記繚科学的評価の背景－
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保存と活動継承

清陵生らも喜び

観
測
密
度
が

く

原
本
な
ど
一
式
現
存

約
1
0
0
年
前
、
太
陽
の

黒
点
観
測
を
行
っ
た
三
澤
勝

衛
（
1
8
8
5
～
1
9
3
7

年
）
の
観
測
記
録
が
国
際
的

な
科
学
の
目
で
評
価
さ
れ
た

背
景
に
は
、
月
2
5
日
を
超
え

る
観
測
の
密
度
の
深
さ
と
、

記
録
の
原
本
、
観
測
時
の
付

帯
デ
ー
タ
が
そ
ろ
っ
て
い
る

こ
と
が
大
き
な
要
因
に
あ
っ

諏
訪
清
陵
高
校
同
窓
会
と
同
校
が
管
理
す
る
「
三
澤
勝

衛
先
生
記
念
文
庫
」
で
大
切
に
守
る
三
澤
の
観
測
記
録

た
。
長
年
に
わ
た
り
師
の
記

録
の
保
存
と
観
測
活
動
を
受

け
継
い
で
き
た
諏
訪
清
陵
高

校
（
諏
訪
市
）
の
生
徒
、
教

職
員
の
努
力
が
実
を
結
び
、

地
元
関
係
者
に
も
喜
び
が
広

が
っ
て
い
る
。

三
澤
の
観
測
記
録
は
遺

族
か
ら
の
寄
贈
で
、
同
校
同

窓
会
が
「
三
澤
勝
衛
先
生
記

念
文
庫
」
を
創
設
し
た
。
1

9
6
5
年
に
施
設
を
建
て

て
運
営
、
同
校
の
生
徒
有
志

と
教
員
が
除
湿
や
暖
房
、
清

掃
な
ど
日
常
の
管
理
を
し
て

いる。同
校
天
文
部
顧
問
で
文
庫

管
理
を
担
当
す
る
山
本
淳
一

理
科
教
諭
は
「
継
続
の
大
切

さ
と
伝
統
を
つ
な
ぐ
重
み
を

改
め
て
感
じ
て
い
る
」
と
か

み
し
め
、
「
情
報
が
埋
も
れ
が

ち
な
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
中
で

こ
そ
自
ら
の
手
で
書
き
、
紙

に
残
す
大
切
さ
を
生
徒
た
ち

に
実
感
し
て
も
ら
え
た
ら
」

と
期
待
を
込
め
る
。

同
校
と
、
「
長
野
県
は
宇
宙

県
」
連
絡
協
議
会
の
取
り
組

み
を
下
草
え
す
る
茅
野
市
八

ヶ
岳
総
合
博
物
館
の
渡
辺

真
由
子
学
芸
員
も
「
三
澤
先

生
の
業
績
が
天
文
学
会
で
も

評
価
さ
れ
て
う
れ
し
い
。
学

生
、
卒
業
生
が
思
い
を
つ
な

い
で
い
る
か
ら
こ
そ
の
成

果
。
記
録
、
資
料
を
残
す
こ

と
の
重
要
性
と
意
義
を
次
代

に
つ
な
ぐ
再
確
認
の
機
会
に

な
れ
ば
」
と
話
し
て
い
た
。

（
日
比
野
真
由
美
）


